
（２）船橋市の歯・口腔に関する課題と取り組みについて

資料2
船橋市の歯・口腔に関する課題と取り組み
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令和６年度 船橋市歯・口腔の健康推進協議会

令和６年１１月７日（木）

午前１０時００分～



１．むし⻭・⻭周病予防
①フッ化物洗⼝事業の全市⽴⼩学校全学年での実施
②北部地区にむし⻭の⼦どもが多い
③永久⻭列に⽣え変わる学齢期の健康教育
④進⾏した⻭周炎を有する⼈の割合が国や県より⾼い
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２．口腔機能の獲得・維持・向上

①乳幼児期、学齢期の⼝腔機能発達についての情報提供
（「お⼝ぽかん」の⼩学⽣の増加）
②オーラルフレイルについて成⼈・⾼齢者向けに周知啓発を⾏う

令和５年度の協議会で挙げられていた
「取り組めていないこと・課題になっていること」
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１．むし⻭・⻭周病予防

①フッ化物洗口事業の全市⽴⼩学校全学年での実施

►市⺠や学校関係者等にフッ化物について正しい知識を発信していく

＜R５年度 フッ化物洗口実績＞

・実施校数 54校/55校

・実施クラス数 949クラス

・洗口実施人数 26,801人

►Ｒ５年12月 PTA連合会理事会にてフッ化物洗口等に

ついて説明・実演し、リーフレット配布

►学校教職員対象の説明会を実施

►健康まつり、歯っぴいフッ化物塗布事業で洗口体験

【取り組み内容】



フッ化物洗口

＜職員説明会＞
事業の目的や実施方法の説明

児童へ動画を使用して説明

薬局で調製した「フッ化物洗口液」を週1回学校に配送 洗口液の入ったボトルから各クラスで紙コップに分ける

週1回、1分間のぶくぶくうがい
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＜フッ化物洗口事業の取り組み＞

※令和6年５月１日現在 小学校５５校 １，０42（特別支援学級108）クラス 31,291（特別支援学級667）人

平成２２年度〜平成２４年度 モデル事業（保育園２園・幼稚園２園・⼩学校３校）
平成２５年度 検討委員会を⽴ち上げ、⼩学校の全校全学年での実施を目指すこととした
平成３０年度 全⼩学校５４校（当時）での取り組みが達成
令和２年度 ⼦どもの貧困対策「親⼦のしあわせ応援プロジェクト」の推進すべき事業
令和２年３⽉〜令和３年９⽉まで中⽌。令和３年１０⽉より事業再開

平成２６年度 ～ 平成３０年度 令和元年度 令和２
年度

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
（9月末現在）

実施校数 １０校 ５４校 ５４校 １５校 ２６校 54校 ５２校

実施クラス
数

４６クラス ５２５クラス
（49.1％）

６８１クラス
（63.8％）

２４６クラス
（23.2％）

４40クラス
（41.5％）

949クラス
（89.7％）

925クラス
（88.8％）

実施人数 １，４０６人 １５，５１３人 ２０，１８９人 ７，２５３人 １２，７４６人 26,801人
（83.4％）

25,795人
（82.4％）

１校での
最小実施
学年数

１学年
（５校）

１学年
（１７校）

１学年
（１校）

２学年
（１校）

１学年
（１校）

1学年
（2校）

２学年
（2校）

１校での
最大実施
学年数

４学年
（２校）

全学年
（１３校）

全学年
（１９校）

全学年
（１４校）

全学年
（２２校）

全学年
（47校）

全学年
（50校）

コ
ロ
ナ
禍
に
て
中
止

※Ｒ３年度1校新設され、市立小学校55校となる
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令和２年度 新潟県弥彦村「大人のむし歯調査」結果

新潟県弥彦村 弥彦小学校

1970年 全国初となる小学校での集団フッ化物洗口を開始

集団洗口開始から50年が経過し、フッ化物洗口の効果の検証を実施

子どもの頃にフッ化物洗口を経験している場合・・・

・成人期になってもむし歯経験歯数が少ない

・洗口実施期間が長いほど効果は強い

ことが示唆された。
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出典：「歯科疾患の現状と歯科保健対策（乳幼児期～青少年期） 令和５年度版」
新潟県福祉保健部 新潟県教育委員会

「学校保健統計調査」 文部科学省

新潟県 12歳児DMF
2000年より24年連続全国最小
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１．むし⻭・⻭周病予防

②北部地区にむし⻭の⼦どもが多い
►北部地区に対してむし⻭予防のアプローチを⾏う
►世代別・地区別にて各健診結果を集計し考察をする

【取り組み内容】

►Ｒ６年４月～ 北部保健センターでの
１歳６か月児健診でフッ化物塗布を開始

▶歯科健診の結果について地区別で集計し、結果を検討

来所
人数

F塗布
人数

塗布率

4月 32 32 100％

5月 47 36 76.6％

6月 31 28 90.3％

7月 38 35 92.1％

8月 38 37 97.4％

9月 22 20 90.9％

令和６年度 北部保健センター
1.6健診フッ化物塗布実績
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船橋市

地区担当が在籍している
地区別で集計することとした
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・２４地区コミュニティにわけている

・４つの保健センターの地区担当が在籍して
いる地区で分けている

・交通アクセス等の関係で、地区担当が在籍
しているセンターでないセンターを健診会
場として案内している地区もある

北部
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令和5年度 3歳児健診結果

むし歯有病者
市平均 4.84%

要観察歯保有者
市平均 3.40%

市平均より 高 市平均より 高

高 低

低 高

低 低
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中央
（７地区）

西部
（５地区）

東部
（5地区）

北部
（７地区）

赤 1 1 0 2

オレンジ 3 1 1 1

黄色 0 2 2 4

青 ３ 1 2 0

地区内の小学校数 むし歯有病者率が
市内平均より高い小学校数

中央（金杉地区） 3 3

西部（法典地区） 4 2

北部（八木が谷地区） 3 2

北部（三咲地区） 0（学区5） 0（学区4）

【参考】令和５年度 船橋市児童生徒定期健康診断集計表より
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♦未処置歯のある者の割合 ♦カリエスフリーの者の割合
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１．むし⻭・⻭周病予防
③永久⻭列に⽣え変わる学齢期の健康教育《中⻑期的な取り組み》

► ⽣活習慣病予防とからめた学齢期の健康教育

► ⼩・中学⽣の⻭⾁炎対策

【取り組み内容】

► 小学校６年生に「歯肉炎予防」のパンフレットを配布

► フッ化物洗口継続学年パンフレットに「歯肉炎」について記載

▶ 船橋市ホームページに「学齢期の歯の情報」ページを作成

15
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１．むし⻭・⻭周病予防
④進⾏した⻭周炎を有する⼈の割合が国や県より⾼い《中⻑期的な取り組み》

►⻭科受診のきっかけづくり
►若年層（20・30歳）の成⼈⻭科健診、妊婦⻭科健診の受診率をあげる

►成人歯科健康診査

Ｒ4年度 6.4％

Ｒ5年度 5.9％

►妊婦歯科健康診査

Ｒ4年度 29.1％

Ｒ5年度 30.4％

▶R5年度に成人歯科健診を受診した20歳、30歳の要精検・要治療
者に受診勧奨のリーフレットの送付

▶R6.7月～ ４か月児健康相談案内発送時に
「かかりつけ歯科はありますか？」リーフレットを封入

►R6.9月～ ３歳児健診にて保護者の口腔内チェックを再開

►成人歯科健診の受診票・発送封筒の工夫、ポスターデザインの変更

►市内４か所のデジタルサイネージやショッピングモール、
船橋市公式Xにて成人歯科健診のPR

▶ふなばしＭＯＲＥべジ協力店の飲食店、受動喫煙０推進協力店に
成人・妊婦歯科健診のポスター貼付を依頼

0.5％↓

1.3％↑

【取り組み内容】
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R6.9月 船橋市役所本庁舎等のデジタルサイネージ
にて事業周知

成人歯科健康診査受診票送付時の封筒を変更

４か月児健康相談の案内通知に
「かかりつけの歯科医院はありますか？」
歯科啓発パンフレットを同封

成人歯科健康診査ポスター
デザインの変更
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1.6健診 3歳健診 妊婦歯科 成人歯科

定期健診を受けている
（かかりつけのある）者

船橋市 24.7％ 47.3％ 27.2％ 49.6％

千葉県 22.9％ 53.3％ 36.6％ 40.9％

令和６年９月 幼児健診会場での保護者への聞き取り調査

対象：保健センターでの幼児健診（１．６健診・２．６歯科健診・３歳児健診）に来所した幼児の保護者

調査人数：854名（男性107名 女性747名）

「１年以内に歯科受診しましたか？」 66.1％

《参考》

過去１年の間に歯科健診を受診した人の割合 58.0％
（令和４年歯科疾患実態調査より）

約2/3は既に歯科に
つながっている！

資料 千葉県 令和５年度市町村歯科健康診査（検診）実績報告書より



１．むし⻭・⻭周病予防
【今後の取り組み】

◎永久⻭列に⽣え変わる学齢期へのアプローチ《中⻑期的な取り組み》
►市⺠や学校関係者等にフッ化物について正しい知識を発信していく

►フッ化物洗⼝事業をとおして、児童・⽣徒やその保護者、教職員に対して⻭・
⼝腔の健康についての知識の啓発を⾏う

◎かかりつけ⻭科を持つことの周知啓発
►⻭科受診のきっかけの提供

►若年層（20歳・30歳）の成⼈⻭科健診受診率を上げる

18

◎地域の実情に合わせた⻭科保健事業の展開
►問診票等を利⽤して地域のデータ分析を⾏う

►地域住⺠や、地域に関わっている⽅へ情報提供を⾏う



２．⼝腔機能の獲得・維持・向上
①乳幼児期、学齢期の口腔機能発達についての情報提供
（「お口ぽかん」の⼩学⽣の増加）
►幼児健診の場で「ぶくぶくうがい」の啓発
►地域保健課栄養士と啓発パンフレットの作成
►９〜１１か⽉児対象「⾷育講座」にて「⾷べ⽅」についての講話を組み込む

►ぶくぶくうがいの啓発
・3歳児健診時に配布するリーフレットに「食べ方」「ぶくぶくうがい」についての情報を掲載

►「くちトレ(お口のトレーニング)」の推進
・ホームページを作成

・保健福祉センターロビーでの展示

・「３～６歳児・歯っぴいフッ化物塗布事業」での

鼻呼吸チェック、お口を使った遊びの紹介

・ふなっ子メール配信 「ぽかん口になっていませんか？」

►食育講座講話内容の見直し
・「食べ方」について内容を追加

【取り組み内容】
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②オーラルフレイルについて成⼈・⾼齢者向けに周知啓発を⾏う《中⻑期的な取り組み》

►健康教育実施時に、「ぶくぶくうがい」の啓発

►市⺠にフッ化物洗⼝の体験を実施する際に、オーラルフレイル予防についても啓発する

２．⼝腔機能の獲得・維持・向上

►「めざせ！姿勢美人」・地区健康教育等にて、オーラルフレイル予防の講話を実施

R5年度実績：１２回

►保健福祉センターロビー、食育展でオーラルフレイル予防の展示

►成人歯科健康診査受診票に「オーラルフレイル」の啓発文を掲載(ぶくぶくうがい追記)

►健康づくり課職員「パタカ測定」体験

【取り組み内容】
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R6.4.1 日本老年医学会 日本老年歯科医学会 日本サルコペニア・フレイル学会
「オーラルフレイルに関する３学会合同ステートメント」
オーラルフレイルに関する概念と定義の再検討および国民がセルフチェック可能な評価法の作成が行われ、
3 学会合同のステートメントの形で統一見解が公表
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日本老年歯科医学会ホームページより

オーラルフレイル



【今後の取り組み】

◎乳幼児期、学齢期の口腔機能発達についての情報提供
►幼児健診の場で「ぶくぶくうがい」「くちトレ」の啓発

►幼稚園・保育園⻭科指導の中に⼝腔機能についての内容を盛り込む

►⼩学⽣への⼝腔機能発達について啓発する場の検討

◎オーラルフレイルについて成⼈・⾼齢者向けに周知啓発を⾏う《中⻑期的な取り組み》
►健康教育実施時に、「ぶくぶくうがい」の啓発・オーラルフレイルチェックの実施

►市⺠にフッ化物洗⼝の体験を実施する際に、オーラルフレイル予防についても啓発する

２．⼝腔機能の獲得・維持・向上

22



３．その他
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►多職種連携

►船橋薬剤師会
・2歳6か月児歯科健診 「お薬相談コーナー」
令和6年度 21回開催予定

・10/22（火）薬剤師会WEBセミナー
「薬剤師による歯科保健指導から始まる？歯薬連携」
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►災害対策

►市民への啓発

・保健センター事業や健康教育の場での講話やリーフレット配布

・市ホームページ「大人の歯と口の健康情報」ページに掲載

►職員内で情報共有

・災害eラーニングの受講

３．その他

►栄養士
・2歳６か月児歯科健診 「栄養相談」

►食生活サポーター
・３～６歳児・歯っぴいフッ化物塗布
「食育コーナー」

►保健師
・３～６歳児・歯っぴいフッ化物塗布
ポピュレーションアプローチ「乳がん自己検診法」

►多職種連携


